
「__,_編集 後

： 震災後、このような記録誌を残すことなど全く念頭になく、職員全員がひたすら
！復旧・復典に取り組んできました。その後、 2度にわたる人事異動やたびかさなる

：庁舎復旧工事に伴う執務室の移転等により、当時の貴重な資料・写真等が散逸しつ

つあるとともに、震災を体験した当時の記憶が次第に薄れていく状況となっていま

した。
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i このたび、震災 2周年を迎えるにあたり、土木施設の記録誌を発刊することとな

！り、土木部長を委員長とし、関係課室職員を編集委員とする編集委員会を設置し、

i復輿対策室が事務局となり編集に取り組んできました。 9
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【資料提供並びに編集協力】

・建設省

・消防庁

•神戸市及び被災市町

・阪神高速道路公団

・（社）全日本建設技術協会

・大阪ガス（掬

・運輸省

・気象庁

・日本道路公団

・（社）上木学会

•各鉄道事業者
•関西電力（掬

•NTT 

【参考文献（本文掲載以外）】

•神戸大学工学部 ：兵庫県南部地震緊急被害調査報告書（第 1報）
•神戸大学工学部 ：兵庫県南部地震緊急被害調査報告書（第 2報）

•関西電力（掬 ：阪神・淡路震災復旧記録

•国土開発技術センター：ダムの耐震性に関する評価検討委員会報告書
・阪神高速道路公団 ：大震災に立ち向かって

・消防庁 ：阪神・淡路大震災の記録

・大阪ガス（株 ：阪神・淡路震災被害・復旧記録

・運輸省鉄道局監修 ：よみがえる鉄路 （山海堂）

【写真提供】

•神戸新聞社 ・朝日新聞社

・大阪建設工業新聞社

・毎日新聞社 ・（掬共同通信社
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阪神・淡路大震災誌「土木施設の地震災害記録」 編集委員会


